
避難環境の整備と被災者支援の強化

1.指定避難所・一時避難所の現状把握

■指定避難所の現状把握

⚫ 避難環境の整備に向けた現状把握として、各指定避難所の下記項目を把握・整理した。

■意見照会を通じた一時避難所の現状把握

⚫ 町内会長（246人）へ下記3項目を意見照会し、町内で活用されている一時避難所を把握した。

①地域の避難計画（避難場所、避難経路）②指定避難所以外の避難場所の諸元③その他課題等

表１．避難所カルテへの掲載項目

No. 項目

1 カルテ作成時点

2 住所、施設名

3 位置図

4 配置図（見取り図）

5 電話番号、FAX

6 建築年月

7 階層、構造

8 駐車可能台数

9 管理者リスト（役職、氏
名、居住地、連絡先）

10 デジタルキーボックスの
有無、位置

11 市担当窓口連絡先

2.被災者支援の強化策の検討

■避難者へのトイレ確保の検討

⚫ 過去の災害における仮設トイレの設置状況や、スフィア基準等を踏まえた考え方を整理し、

災害時のトイレ確保に必要な備蓄について検討し、備蓄計画に反映する。

⚫ トイレの必要個数は、最終的にスフィア基準等を満たすよう、段階的に確保する。

⚫ 日ごろから活用している掃除道具やトイレ関連備品（清掃用具等）を最大限活用することとし、災

害時に急速に需要が増加し、３日間の避難生活の中で不足が想定される備品を備蓄品の対象とする。

【備蓄品の対象物】・トイレットペーパー ・生理用品 ・サニタリーボックス（黒いごみ袋）

・ペーパータオル ・掲示物

No. 項目

12 避難可能スペース（居室、面積）

13 収容人数

14 避難所使用レイアウト図

15 備蓄品保管スペース（場所、面積、
高さ）

16 備蓄品、数量

17 上水道施設の有無

18 下水道施設の種別（くみ取り式か
否か）

19 情報収集機器の種別（テレビ、ラ
ジオ、インターネット、防災行政
無線、その他）、数量

20 トイレ設備の数量

21 電気の利用可否

No. 項目

22 ガスの有無、種別

23 冷暖房設備の有無、数量

24 入口のバリアフリー導入有
無

25 車両の進入経路

26 前面道路の幅員（m）

27 進入口の幅員（m）

28 物資の搬入口の場所

29 近傍の福祉避難所

30 近傍の避難所

31 施設写真（敷地入口、建物
入口、デジタルキーボック
ス、避難スペース、備蓄品
保管スペース、アクセス
路）

2.被災者支援の強化策の検討

■指定避難所等への避難環境整備の基本的な考え方

⚫ 避難場所の種別に応じて避難生活に必要な物資・資機材の備蓄を行い、避難環境の整備を図る。

表２．避難所ごとの避難環境整備の考え方

■避難所カルテの作成

⚫ 指定避難所毎に避難所カルテを作成する。

⚫ レイアウトの検討にあたっては、女性や

要配慮者用のスペースの確保に留意する。

⚫ 備蓄物資・資機材については、国の運用

する新物資システム（B-PLo）に登録す

る市内の備蓄物資・資機材リストを参照

する形とし、管理・更新を容易とするこ

とに留意する。

■デジタル技術の導入による円滑な被災者支援

⚫ デジタル技術として下記を導入・活用することで、円滑な被災者支援を目指す。

■避難所に必要な設備・資機材、要件の整理

⚫ ライフラインやトイレの確保等、避難所運営に必要設備・資機材を整理し、指定避難所での確保に

努める。

⚫ 併せて、多目的スペースやペット向けのスペース等、女性や外国人等の多様な被災者に対応するた

めの避難所運営上検討すべき事項を整理した。

図１．デジタル技術の導入・活用イメージ

図２．避難所カルテイメージ
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